令和元年度　北信越学生ハンドボール　秋季リーグ戦　大会要項
主　催　　北信越学生ハンドボール連盟　石川県ハンドボール協会
共　　　催　　北信越ハンドボール協会
主　管　　金沢大学ハンドボール部
協　　　力　　金沢星稜大学ハンドボール部、金沢工業大学ハンドボール部

協賛 　 モルテン
開催期日　　令和元年8月29日(木)～9月1日(日)　
諸会議　　・代表者会議(8月29日18：00~)　・学連会議、学生審判会議(代表者会議終了後) 
※代表者会議の内容はチーム関係者全員に周知徹底すること
※学連会議終了後、審判が割り当てされている【男子１部・女子１部】のチームは、学生審判会議を行うので、代表者は参加すること。

開会式　　・開会式(学連会議終了後)
※開会式及び諸会議には各チーム代表者2名必ず出席のこと。出席できないチームは

　　          　本大会の参加を認めない。
会　場　　いしかわ総合スポーツセンター　　　　
〒920－0355　石川県金沢市稚日野町北222　　　　　　　　TEL　076－268－2222
種　別　　男子1部・2部、女子1部・2部
参加資格　（公財）日本ハンドボール協会の2019年度登録を完了し、全日本学生ハンドボール連盟に登録済みのチーム・個人であること。また、代表者会議に参加し、全日程の試合に必ず参加できるチームに限る。
競技規則　2019年度（財）日本ハンドボール協会競技規則による

競技時間：1部　30分‐10分‐30分　2部はチーム数により調整

使用球　：（財）日本ハンドボール協会公認球

競技方法：1部はリーグ戦。2部は参加チーム数により、リーグ戦もしくはトーナメント戦
※【男子2部・女子2部】では、順位決定戦において、同点の場合、
延長は行わず、3名による7ｍコンテストを行う。
順位決定　順位は、勝ち2点・引分け1点・負け0点とし、勝ち点の合計点が多いチームを上位とする。
前述の方法で順位が決定できない場合は、次の方法により、順位を決定する。

Ａ、勝ち点制（勝ち：２点・引分け：１点・負け：０点）で、勝ち点の多いチームを上位とする。
Ｂ、勝ち点が同数である場合は、総得点・総失点の差で多いチームを上位とする。　
Ｃ、総得失点差が同数の場合、総得点の多いチームを上位とする。

　　　　　　　　Ｄ、総得点が同数の場合は、該当チームの対戦の勝者を上位とする。
Ｅ、上記がすべて同数（対戦間は引分け）の場合、抽選にて決定する。
　　　　　　　なお、【男子1部・女子1部】の最下位チームは、2部へ自動降格とし、
　　　　　　　　　  【男子2部・女子2部】の最上位チームは、1部へ自動昇格とする。
大会参加料　1チーム25,000円（安全のため冷房使用費含）

※代表者会議にて徴収。
申込方法　下記に別紙大会参加申込書を添付し、7月31日（水）までにメール送信すること。
ファイル名は「○○大学（男子）」「○○大学（女子）」にすること。

【申込先】
　　　　　　　金沢大学　　渡邉明穂　
　E-mail：akiho01042511@gmail.com 
TEL：080-9556-4453
組合せ　組合せは大会主催者側にて行い、ブログやメールにて各チームへ通知。
　　　　　　URL：http://hokushinetsu-st-hand.seesaa.net/
          　Twitter：https://twitter.com/hksnet_st_hand
宿泊・弁当　各チームで手配すること
◎大会申し合わせ事項及び注意事項
健康・管理　各大学は健康管理に留意し大会に臨むこと。尚、全日本学連・北信越学連・主管校・大会

事務局とも一切の責任を負わない(平成23年6月全日本学生連盟第一回総合役員会決定事項)
大会・ベンチエントリー
・大会参加申込の役員・選手は「役員＝６名・選手＝２０名」の登録とする。
また、ベンチ登録の役員・選手は「役員＝５名・選手＝１６名」とする。
・人数が７名未満の場合のみ、合併チームを認めるが、オープン参加とし、上位リーグには、昇格できないこととする。また、表記を「〇〇大学・△△大学合併チーム」とする。

・背番号は、通し番号ではなくてもよい。（全日本学連取決による）
・役員構成は、部長・監督・コーチ・主務・トレーナー等どのような構成でも可能とする。
・役員証・選手証の提出がないチーム・個人は、競技への参加を認めない。
不備があった場合は全試合没収試合とする。
ユニフォーム

・ユニフォームは、濃淡２着以上を用意のこと。また、CPとGKが同一色でないこと。
           ・ベンチ入りする登録役員は、相手チームCPのユニフォームと同色及び同系色の着衣を禁止
する。着替えるか、違う色のビブスで対応すること。
　　　　　 ・アンダーシャツ・靴下・コンプレッションソックス・サポーター類の使用に関しては、2019年度（公財）日本ハンドボール協会の「服装や保護を目的とした装具に関する規定」に準ずる。

　　　　　 ・短パンの下に着用するサイクリングパンツ・ユニフォームの下に着用するアンダ―シャツは、それぞれ短パンの色、ユニフォームの基調となる色と同色でなくてはならない。また、全員が同一形式のものを着用する事。例えば、選手数名が着用し他は着用しないとか、数名がハイネックと言った不揃いでは認められない。走る事、倒れる事でたびたび異色のサイクリングパンツが見えるような場合は、審判員・役員から履き替えるか見えないように指導するので従う事。

・靴下は全員が同じ形状で同色の事。さらにコンプレッションソックスは個々で使用してもかまわないが、靴下と同色でなくてはならない。
・ユニホームの色の確認は、第１試合は試合開始３０分前、第２試合以降は、前の試合の前半
終了直後に記録席前にて行う。登録されたすべての種類のユニホームを持参すること。
表　彰

　　　　　 ・各リーグの3位以上のチームを表彰する。

・男女1部リーグの選手から優秀選手を表彰する。
その他　　 
・松ヤニならびに松ヤニスプレーは禁止。両面テープのみ使用可。

　　　　 ・大会期間中の選手の健康管理は、各チームの責任において、傷害保険等に加入を義務付けて
参加すること。

・大会期間中の不慮の事故・障害については、大会主催者側にて応急処置を行うが、それ以上
の責任は負わない。（全日本学連決定事項）

・今大会は、令和元年度全日本学生ハンドボール選手権大会予選を兼ねる。
